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講義計画

　第１回　授業の進め方について
　第２回　中級日本語教科書の分析（１）
　第３回　中級日本語教科書の分析（２）
　第４回　中級日本語教科書の分析（３）
　第５回　中級日本語教科書の分析（４）
　第６回　中級日本語教科書の分析（５）
　第７回　中級日本語教科書の分析（６）
　第８回　前期・前半のまとめ
　第９回　上級日本語教科書の分析（１）
　第10回　上級日本語教科書の分析（２）
　第11回　上級日本語教科書の分析（３）
　第12回　上級日本語教科書の分析（４）
　第13回　上級日本語教科書の分析（５）
　第14回　上級日本語教科書の分析（６）
　第15回　前期・後半のまとめ

　第16回　論文・レポートの書き方について（１）
　第17回　論文・レポートの書き方について（２）
　第18回　研究方法１―談話分析―（１）
　第19回　研究方法１―談話分析―（２）
　第20回　研究方法１―談話分析―（３）
　第21回　研究方法１―談話分析―（４）
　第22回　研究方法２―文献調査―（１）
　第23回　研究方法２―文献調査―（２）
　第24回　研究方法２―文献調査―（３）
　第25回　研究方法２―文献調査―（４）
　第26回　発表と検討（１）
　第27回　発表と検討（２）
　第28回　発表と検討（３）
　第29回　発表と検討（４）　
　第30回　まとめ　
　

　

テキスト 授業時にプリントを配布する。

参考書 必要に応じて授業中に指示します。

目的と概要
前期は中・上級日本語教科書の内容を詳しく見ていく。後期は、日本語教育におけるいくつかのテーマと研究
方法について概観し、各自関心を持ったテーマにより発表を行い、レポートにまとまる。

成績評価法 評価対象は、授業時の発言など平常点・小課題の提出状況とその内容、発表、レポートです。

開期 通年 水曜日3限

授業テーマ 日本語教育学の領域で卒業研究を書きあげるための基礎的な能力と視点を持つ。

科目名 演習Ⅰ

担当教員 樋口　裕子

配当 日文3
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